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研究成果の概要（和文）： 次の成果が得られた。(1) 中学校理科との継続性から小学校教員養成課程理科の課題を明
らかにした。(2) 小学校教員養成課程の理科に関する授業の中で大学生が身につけるべき基準を示した。(3) 観察・実
験を重視した「実習特化型授業」の実施とその有効性について調査結果を明らかにした。(4) 「実習特化型授業」に基
づく「理科指導力高度化プログラム」の提示を行った。
 研究の意義と重要性：高度な理科指導力を持った学生が現場の教員として育っていくことは，今後の科学教育の振興
に大きく寄与するものであり，本研究の成果が広がることの意義は極めて大きいといえる。

研究成果の概要（英文）：The result is as follows; (1) It was clarified problems of the primary and 
secondary school teacher training course in science. (2) We showed the standard that a university student 
should acquire in classes about the primary school teacher training course in science. (3) It was 
clarified the effectiveness of observation and experiment classes. (4) We developed the science teaching 
literacy improvement program in observation and experiment classes.
It is contribute to promotion of the science education to train of the student with the science teaching 
literacy. It is valuable to the significance of this study.

研究分野：理科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）日本の理科教育の現状と課題  

PISAや TIMSSの結果が議論され，児童・
生徒の理科離れの進行，そして大学生の学力
低下が指摘されており，学校教育における科
学教育の振興が課題となっている。小学校で
の教員の理科指導に関する苦手意識は，以前
から指摘されている。科学技術振興機構の報
告によると，小学校教員の約 9割が理科全般
の内容が好きと感じている一方で，約 5割の
教員が理科指導に苦手意識を感じている。ま
た，小学校教員の約 7割が、理科の指導法の
知識・技能が低いと感じている１）。 
従って現職教員の理科における研修と共
に，小学校教員養成課程での教育が課題であ
る。特に学習指導要録の中で，理科では小中
学校の内容の一貫性が明確に示されており，
中学校理科との継続性を重視した小学校教
員養成課程が課題である。  
（２）日本の小学校教員養成課程の現状と課
題  
教育職員免許法(1999)では，大学の小学校教
員養成課程では小学校の教科に関する科目
は選択制となり，全教科から 8単位分が必修
である。このため小学校教員養成課程で教科
内容として「理科」を履修しなくても，小学
校教員免許状を取得できることになってい
る。このような状況の中で，小学校教員養成
課程でいかに理科の得意な教員を育てるか
が議論されている２）。  
一方，この数年間に全国的に見ると私立大
学に小学校教員養成課程が多く設置された。
文部科学省の資料によると，平成 15 年には
小学校教員養成課程のある私立大学が全国
で 42校であり，平成 17年には 50大学，そ
して平成 19年には 96大学と急増している。
平成 20 年に新たに認可された私学の小学校
教員養成課程は 19 校である。このような小
学校教員養成課程の急増は，これからの小学
校教員の需要拡大を見越して設置されたケ
ースが多い。これらの私立大学では，入試科 
目として英語・国語や社会等のいわゆる文系
科目が多く見受けられ，「理科」を課してい
る大学は少なく，大学入学後にいかに理科指
導ができる学生を育成するかという課題は
多難である。 
 
２．研究の目的 
近年では大学の「理科教育法」の中で模擬
授業を取り入れることが定着してきたが，大
学生の観察や実験の力量を高めることを意
図した実習に特化した授業はほとんど実施
されていない。そこでこれらの指導に豊かな
経験を持つ研究代表者・研究分担者が小中学
校教員養成課程で「実習特化型授業」を実施
する。これらの研究成果から広く大学で活用
できる「理科指導力高度化プログラム」を開
発する。この目的を達成するために,次のよう
に課題を設定し実施していく。 
①中学校理科との継続性を重視した小学校

教員養成課程理科の課題の検討 
中学校との継続性に着目して小学校教員
養成の課題について検討する。小学校理科の
専門性と学生の力量を高めるためにどのよ
うな授業が求められるのか,そして小学校教
員養成課程の学生は理科をどのように捉え
ているのかを検討する。この中で国立大学，
私立女子大学，私立大学(共学)の学生の持つ
意識の違いを調査する。  
②小学校教員養成課程の理科に関する授業
の中で大学生が身につけるべき基準の策定 
学生が小学校教員養成課程の理科に関す
る授業の中で身につけるべき基準を策定し,
それを達成するにはどのような授業形態や
カリキュラムが有効なのかを研究代表者・研
究分担者とで検討し，「実習特化型授業」の
プランを策定する。 
③観察・実験を重視した「実習特化型授業」
の実施とその有効性の検証 
②で検討した「実習特化型授業」を研究代
表者及び研究分担者が実施して，その有効性
について検討する。検討する大学・科目は国
立大学 2校，私立大学 2校で合計 14科目で
ある。国立大学，私立女子大学，私立大学（共
学）といった様々な立場の学生を対象に共同
作成場面や反省に参加する仕掛けを用意し
て授業を実施する。この中で，相互に評価を
実施して，学生自らが考えの偏りや洩れに気
付かせ，授業の修正や変更をしていく。さら
に日本科学教育学会年会，日本理科教育学会
全国大会で研究成果を発表し，研究者に広く
意見を求める。 
④「実習特化型授業」に基づく「理科指導力
高度化プログラム」の開発 
③での検証を通して広く国立・私立大学で
実施できる「理科指導力高度化プログラム」
を開発する。これを広く学会で発表して研究
成果を公表する。 
 
３．研究の方法 
①中学校理科との継続性を重視した小学校
教員養成課程の課題の検討 
文献による調査と共に，共同研究者によっ
て国立大学，私立女子大学，私立大学(共学)
の学生の現状を調査する。  
②小学校教員養成課程の理科に関する授業
の中で大学生が身につけるべき基準の策定 
①の調査を基に大学生が理科に関する授
業の中で身につけるべき基準を策定する。  
③観察・実験を重視した「実習特化型授業」
の実施とその有効性の検討 
 ②をふまえ観察・実験を重視する模擬授業
を実施し，その有効性について検討する。  
④「実習特化型授業」に基づく「理科指導力
高度化プログラム」の開発 
 ③から「理科指導力高度化プログラム」を
開発し，その検証を行う。 
 
４．研究成果 
これまで小中学校教員養成課程の「理科教



育法」の中で模擬授業を取り入れられている
が，その実施方法や内容は大学によって様々
である。そこで大学生の観察や実験の力量を
高めることを意図した授業について，次の観
点から研究を行ってきた。(1)中学校理科と
の継続を踏まえた小学校教員養成課程理科
の課題，(2)小学校教員養成課程での理科指
導力育成の課題，(3)教職科目での観察・実
験を重視した授業の実施 
 平成 25 年度での予備調査を踏まえて，平
成 26 年度には本調査を実施した。平成 26 年
度前期での調査の対象は，国・私立大学の小
中学校教員養成課程での理科教育に関する 8
科目で，受講者総数 396 名であった。 
この調査結果を踏まえて，平成 26 年度日本
理科教育学会全国大会（愛媛大学）課題研究
で次のようなテーマで発表を行い，研究成果
を公表した。(1)秋吉博之（大阪教育大学）「理
科指導力育成のための授業設計とその運用
－教員養成課程での理科指導力育成の課題
－」，(2)福井広和（就実大学）「観察・実験
を取り入れた理科教育法の授業の取り組み」，
(3)石渡正志（甲南女子大学）「少人数グルー
プでの授業研究方式による模擬授業の有用
性－小学校教員養成課程での実践から－」，
(4)石井恭子（玉川大学）「一斉授業形式の模
擬授業から，小グループでの協働探究へ」，
(5)川村康文 他（東京理科大学）「理学部で
の理科教育論における模擬授業の効果」，(6) 
藤岡達也（滋賀大学）「教育学部における初
等理科教育展開の現状と課題」，(7)溝邊和成
（兵庫教育大学）「理科指導力育成のための
模擬実習導入とその配慮」（指定討論者とし
て発表） 
平成 27 年度にはさらに追調査を実施した。
調査の対象は，国・私立大学の小中学校教員
養成課程での理科教育に関する科目で実施
した。この調査結果を踏まえて，平成 27 年
度日本理科教育学会全国大会課題研究（京都
教育大学）で次のようなテーマで発表を行い，
研究成果を公表した。(1)秋吉博之（大阪教
育大学）「教員養成における理科指導力の高
度化－アクティブラーニングを志向した実
習特化型授業の展開－」，(2)藤岡達也（滋賀
大学）「今日的な理科教育課題を踏まえた実
践力育成のための大学授業」，(3)石井恭子
（玉川大学）「小学校教員養成課程で身につ
ける理科授業力と授業デザイン」，(4)福井広
和（就実大学）「授業評価を共有化する理科
模擬授業の取り組み－ホワイトボードの記
述の分析－」，(5)石渡正志（甲南女子大学）
「授業研究方式による少人数模擬授業の有
用性－小学校教員養成課程学生へのアンケ
ートから－」，(6)海老崎功・川村康文（東京
理科大学）「受講生が積極的に活動する理科
模擬授業」，(7)溝邊和成（兵庫教育大学）「小
学校教員養成課程学生の理科模擬授業に対
する意識」 
 以上の研究から次の成果を得た。 
①川村・秋吉等によって，中学校理科との

継続性から小学校教員養成課程理科の課題
を明らかにした。 
②石井・福井・石渡によって，小学校教員
養成課程の理科に関する授業の中で大学生
が身につけるべき基準を示した。 
この調査の中で次のことが明らかになっ
た。指導案作成と一斉授業の教師役経験とい
う一般的模擬授業と、少人数ワークシート方
式模擬授業では、授業や科学に対する意識変
容には大きな差がないことが認められた。模
擬授業によって、理科は身近で面白く、一生
懸命準備すれば楽しい授業もできそうだ、と
いう意識を持つことが明らかになった。また、
どの年度でも知識理解の指導と学生の学習
意欲の喚起を意図的に行っていたが、これは
授業担当教員が、授業づくりにおいて、学習 
内容を教師自身が深く理解することは欠
かせないものととらえていたためである。ま
た、学生主体の模擬授業を効果的に進めたり
内容知識理解を深めたりするために、どの年
度でも授業時間外の学習を活用していたが、
大学の状況に応じて教員の協働や TA による
時間外の直接指導、e-Learning など多様な手
法で行われていた。 
③秋吉・溝邊・藤岡によって，観察・実験
を重視した「実習特化型授業」の実施とその
有効性について調査結果を明らかにした。 
授業前後の調査結果は次のとおりであった。
履修前後共に質問紙に回答した 15 人につい
て集計を行った。問 4では，学習指導要領に
示されている４観点に関する問いである。 
履修前後を比較すると，いずれの項目も「重
要」「とても重要」が増加した。 

 

 問６では，中学校理科の授業で生徒の指導
場面で自信があるかという問いである。 
履修前後を比較すると，「関心・意欲・態度
の指導」では，自信が「ない」と回答した学
生が履修後に減少し，自信が「ややある」が



1
2
3
4
5

授業研究方式に対する評価(n=56)

増加している。「思考・表現の指導」で同様
の傾向が見られた。「実験技能の指導」では，
自信が「ない」「あまりない」「どちらでもな
い」が減少し，自信が「ややある」「ある」
が増加した。「知識・理解の指導」「生徒の理
解」についても自信が「ややある」「ある」
に増加が見られた。 

 

 
④秋吉・溝邊・石渡によって，「実習特化
型授業」に基づく「理科指導力高度化プログ
ラム」の提示を行った。 
この中で，「授業研究方式」自体に対する
評価と、それによって指導力の何が身につい
たと感じているのかについて学生にアンケ
ートを行い、本方式の有用性を検討した。次
の 5件法で回答を得た。 
1.よくなかった 2.あまり良くなかった 3.
どちらでもない 4.まあ良かった 5.良かっ
た 

 この結果から、本方式は学生の満足度およ
び指導力の向上に非常に有用であると考え
られた。 
以上から，高度な理科指導力を持った学生
が現場の教員として育っていくことは，今後
の科学教育の振興に大きく寄与するもので
あり，本研究の成果が広がることの意義は極
めて大きいといえる。 
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